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軽症者収容病院︓⽅艙病院（合計13,000床）重症患者専⾨病院︓⽕神⼭病院（1,000床）

重症患者専⾨病院︓雷神⼭病院（1,600床）

病床不⾜の対策

●武漢は国の⽀援により10⽇間で、重症患者専⾨病院を建設

●武漢は体育館を16カ所の軽症者収容病院へと改装し、
素早く1.3万床の抗菌抗ウイルスレベルの⾼い病床を提供
軽症患者の分離収容を実現（⽅艙病院 ）

●先端医療リソースを重症患者に集中させ、パンデミックを緩和

●病床不⾜は解消された



遠⼤科技集団は⽕神⼭病院、雷神⼭病院、そして⽅艙病院をはじめ武漢の
多くの病院にオゾン発⽣機能付き空気清浄機を寄付

特に、武漢⻘⼭⽅艙病院、武漢楠姆⽅艙病院に、オゾン発⽣機能付き空気
清浄機を⼤量に寄付 ⼆つの⽅艙病院の医療従事者に感染者は出なかった

オゾン⽣成機能を持つ静電空気清浄機を武漢病院へ投⼊
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製造業輻射⼒2019・トップ10都市

48.2%
トップ10都市
全国シェア

貨物輸出額

出典︓雲河都市研究院『中国都市総合発展指標2019』

1位 深圳
2位 蘇州
3位 東莞
4位 上海
5位 佛⼭
6位 寧波
7位 広州
8位 成都
9位 無錫
10位 厦⾨

CICI2019
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2019  製造業輻射⼒ vs IT産業輻射⼒ トップ10

製造業輻射⼒ IT産業輻射⼒

1位 深圳
2位 蘇州
3位 東莞
4位 上海
5位 佛⼭
6位 寧波
7位 広州
8位 成都
9位 無錫
10位 厦⾨

出典︓雲河都市研究院『中国都市総合発展指標2019』

1位 北京
2位 深圳
3位 上海
4位 成都
5位 広州
6位 杭州
7位 南京
8位 重慶
9位 福州
10位 武漢
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2018年度⽇本語版が発売︕


